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最近、私たちは、「歯の再生」に向けた技術開発の第一段階として、
単一化細胞から細胞操作により器官原基を再構築するための「器
官原基法」を開発した。この方法は、単一化した上皮細胞と間葉細
胞をコラーゲンゲル内で高密度に区画化して立体的に配置するこ
とが特徴であり、正常な構造を有した再生歯を高頻度で発生させ
ることを可能にした。さらにこの再構成歯胚を成体マウス抜歯窩へ
移植すると、神経を有した正常な再生歯が初期発生することから、
人工的な歯胚移植による歯科再生医療は実現可能性を有すると
考えられる。
さらに私たちは、器官原基法を利用して細胞シーズの探索や歯の
発生メカニズムに関わる分子の機能解析など、歯科再生医療の実
現を推進するための研究を進めている。本講演では、器官原基法
を中心とした私たちの研究成果を紹介すると共に、歯科再生医療
の可能性について考察したい。
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